
＜平成２５年６月 第２回定例会 一般質問議事録より＞ 

◆４番（山本みちよ君） 

ヘルプカードの導入についてであります。 

このヘルプカードは、緊急連絡先や必要な支援内容などが記載されていて、障

がいのある方たちが災害のときに、また日常生活の中で困ったようなときに、

周りにいる人たちへ、自分の持っている障がいへの理解や支援を求めるための

ものであります。こうしたカードは、特に聴覚障がい者、また内部障がい者、

そして知的障がい者など、一目では障がいを持たれているとわからない方が周

りに支援を求めるときには大変に有効であり、役に立ったと言われております。 

東京都では、昨年度、このヘルプカードに関するガイドラインを作成し、都内

で統一的な活用ができるように、カードの標準様式を定めるとなっており、そ

のことを受けて立川市としても検討していくとの部長答弁がありましたが、こ

の件について、その後の進捗状況をお聞きいたします。 

 

◎市民生活部長（小林健司君） 

ヘルプカードの件でございます。 

ヘルプカードにつきましては、東京都が運用に当たって統一的なデザインを策

定してございます。その運用につきましては、対象者の範囲をどのようにする

のか、あるいは悪用を防止するための方策をどのようにするのか、この辺が課

題となってございます。しかしながら、防災上の観点からは有効であるという

ふうに私どもは考えておりますので、一定の方向を今後見出していきたいとい

うふうに考えておるところでございます。 

  

◆４番（山本みちよ君） 

次に、ヘルプカードにつきましては、まだ都のほうからもちゃんとした形のも

の、さまざまな検討がまだあるということですので、ぜひ早目な普及と、また

周知をできるように、立川市としても御努力をいただきたいと思いますので、

これはよろしくお願いいたします。 


